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Aus dem Embryologischen Laboratorium des Anatomischen Institutes der Okayama Med. Fakudtat

 (Vorstand: Prof. Dr. J. Shikinami).

Studien uber die Entwicklungsgeschichte des Kropfes bei

 der Haustaube (Columba domestica).

VonToshiharu Ofuji.

Eingegangen am 7. Dezember 1935.

Bezuglich des Drusenmagens (Pro

ventriculus) sind bis jetzt schon allerle

 Forschungen angestellt worden; bezug

lich des Kropfes (Ingluvies) aber, welcher 

sich auch wie der erstere vom Schlund 

aus entwickelt, nur sehr wenige. Nament

lich iber die embryonale Entwicklungs

geschichte des Kropfes ist noch keine 
Arbeit veroffentlicht worden. Daher babe 

ich die Entwicklung des Kropfes bei den 

Haustauben, Columbae domesticae, die 

den sogenannten typiscben echten Kropf 

haben, histologisch sowie morphologisch 

studiert und folgende Resultate erhalten:

1) Der Kropf entwickelt rich vom 

Oesophagus aus, und zwar bildet er sich

 durch die Ausstulpung der Oesophagus

wand. Seine erste Anlage wird erst beim 

Embryo vou 8.0mm Sch-St-L. am 6.5 Be

brutungstage entdeckt, hat ca. 0.53mm 

Langs-, ca. 0.3mm Sagittal- und ca. 

0.27mm Frontal-durchmesser und liegt 

der Hohe des 5. Ursegmeutes entspre

chend in einer Eutfernung von 0.75mm 

oberhalb des Magerns, in einer solchen von 

0.33mm unterhalb des Rachens.

2) Bei einem Embryo von 10.5mm 

Sch-St-L., in welchem sich der Drusen

magen zuerst finden lasst, erweitert sich 

der Kropf schon ziemlich stark; der 

Kropf entwickelt sich also fruher als der 

Drusenmagen.
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3) Die sackformige Erweiterung des 

Kropfes schreitet lateralwarts ausseror

dentlich fort, so dass man scbon bei einem 

16.5mm Sch-St-L. zeigenden Embryo 

zwei Seitenteile und einen Mittelteil im 

Kropfe unterseheiden kann.

4) Nach und nach debnt sich der 

Kropf aus; bei einem Embryo von 

23.5mm Sch-St-L. am 10. Bebrutnngstage 

zeigt er sich breit facherformig im vor

deren Halsteile, und es betragt sein 

Langs 0.67mm, Sagittal 0.3mm und 

Frontal-durchmesser 0.42mm.

5) Die Wand des Kropfes, die vorher 

nur 3 Schichten unterscheinden lasst, 

zeigt beim 10 Tage bebruteten Embryo 

deutlich 5 Schicbten; namlich nach in

nen 1) die Mucoca, 2) die Submucosa, 

3) eine Schicht longitudinal verlaufender

 Muskeln, 4) eine Schicht ringformiger 

Muskeln und 5) die Adventitia. Die ei

gentliche Schleimdruse in der Submucosa 

ist noch nicht wahrnehmbar.

6) Die Trachea liegt anfanglich vor 

dem Oesophagus und Kropfe in der 

Mittellinie am Halsteile. Gemass ihrer 

eigenen Vergrosserung und derselben des 

Oesophagus zieht sie sich allmahlich nach 

links hin, schiebt sich am Kropfteile von 

links her each innen-rucklings und ver

birgt sich hinter dem linken Seitenteile 

des Kropfes; sich schrag nach innen 

neigend geht sie in die Brusthoble uber 

und lauft vor dew Oesophagus nach dem 

Drusemuagen. Diese Lageveranderung 

,dcr Trachea gegen den Oesophagus ist 

sehr interessant.

( Kurze Inhaltsangabe)
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主要文獻

第1章　 緒 論

方 今Organentwicklungノ 研 究 ニ當 リ鳥

類 ハ實 ニ缺 クベ カ ラザ ル材 料 トシテ廣 ク使 用

セ ラル,蓋 シ其 ノ卵 ハ比 較 的 入 手シ易 ク又 随

意 ノ孵 卵 時 限 ニ胎 兒 テ採 取 シ得 テ各 發 育時 期

ニ於 ケル臓 器 發 生 ノ状 況 テ逐次 觀 察 ス ルニ至

便 ナ ル ガ爲 ニ シテ之 ニ依 リテ哺 乳 類 或 ハ人類

ニ於 ケル臓 器 發 育 ヲ類 推 シ得 ル貴 重 ナ ル存 在

トナ ス.而 シテ吾 人 ガ稍 發 育 ノ進 捗 セル鳥 類

胎 兄標 本 ノ一般 發 育 状 態 ヲ其 ノ連 續 切 片 ニ就

テ通覽 ス ル ニ際 シ頸 部 ニ一嚢 腔 状 ノ臓 器 ラ認

メ且 其 ノ著 シク廣濶 ナ ルニ 目 ヲ欹 テ 果 シテ何

レ ノ器 官 ニ屬 ス ル モ ノ ナ ル カ テ疑 フ ヲ常 ト

スド 余 ハ之 ガ氷 解 テ既 往 文 獻 ニ求 メ其 ノ本 態

ハ鳥 類 食道 ニ於 ケル特 殊 装 置 タ ルKropf

 (Ingluvies)ナ ル テ知 リ得 タ リ.

Kropfニ 關 ス ル 本邦 文獻 ハ 之 テ見 ズ,唯

1, 2ノ 解 剖 學 書 ニ 「食 道 ニ於 ケル嚢 状膨 隆 部 」

ト論 明 セ ラ レ 「〓嚢 」ト飜譯 セ ラル ル ニ過 ギ

ズ,其 ノ生 理 學 的 意 義 ニ就 テ ハ何 等 闡 明 セ ラ

ル ル處 無 シ.外 國 文 獻 亦 極 メ テ尠 キ モ 解 剖

學 的 ニ ハ稍 詳 細 ニ記 載 セ ラ レ殊 ニGadow氏

(1891)ノ 著 書 ニ於 テ ハ余 輩 啓 發 セ ラ ルル 處 大

ナ ル モ ノ ア リ.〓嚢 ノ生 理 學 的研 究 ニ關 シテ
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鳥類食道 ノ特殊装置 ニ就 テ　 1611

ハHasse氏(1866)ガ 原 著 「Uber den Oeso

phagus der Tauben und des Verhaltnis der

 secretion des Kropfes zur Milchsecretion」

中 ニ攝 取 セ ル 食 物 ニmilchiaes Secretヲ 混

ジ再 ビherauswerfenシ テ 雛 鳩 ニ給 與 ス ル 状

ヲ記 シタ ル ガ 如 キ,或 ハNeergaard氏(1806)

ガ 「鳩 ノ 育 雛 期 ニ 於 ケ ルKropfdruseハ 著 シ

ク膨 脹 シ テ 多 量 ノSchleimヲ 分 泌 シ幼 鳥 ノ

爲 ニ 食 物 ヲ易 消 化 性 ニvorbereteuス 」 卜述

ベ タ ル ガ 如 キ,又 ハHunter氏(1786)ガ 「哺

育 期 中 鳩 ノKropfwandハ 漸 次 肥 厚 シ血 管 ニ

富 シ恰 モSchwangerschoftuterusニ 於 ケ ル

ガ 如 キ 観 テ呈 シ腺 組 織 著 明 ト ナ リmilchige

 Substanzヲ 分 泌 シ テ 雛 烏 ヲ 養 育 ス」 ト説 ケ

ル ガ 如 キ 共 ニ 余 輩 ノ興 味 ヲ喚 起 ス ル ニ 足 ル モ

ノ ア リ.之 等 諸 家 ノ檢 索 ガ家 鳩 ニ限 局 セル ハ

家 鳩 ガ典 型 的 ノKropfヲ 所 有 ス ル事 ト又 卒

素 吾 人 ニ親 狎 シテ其 ノ習 性 ヲ熟 知 セ ラル ル ト

ニ因 ルナ ル ク,而 シテ雛 鳩 ガ親 鳩 ノ 口中 ニ

嘴 ヲ挿 入 シテsaugenス ルガ 如 ク シテ給 餌 セ

ラルレル ハ余 輩 ノ日常 目撃 シテ可 憐 ノ情 ヲ覺 ユ

ル處 ナ リ トス.

余 ハ敷 波 教授 ノ下 ニ在 リテ諸 種 臓器 ノ發 生

學 的 研 究 ニ從 事 シ居 リ,今 コ ノ〓嚢 ノ發 生 ヲ

又 家 鳩 胎 兒 ニ就 テ探 求 シ有 意 義 ノ成 績 ヲ收 メ

得 タ ル ヲ以 テ 公 表 セ ン トス ルモ ノナ リ.蓋 シ

鳩 及 ビ此 種 鳥 類 ニ於 テ極 メテ重 要 ノ器 官 タ ル

〓嚢 ノ發 生學 的 研 究 ハ未 ダ嘗 テ報 告 セ ラ レザ

ル モ ノ ナ リ.

茲 ニ家 鳩成 鳥(此 標 本ハ雄 ナ リ)ノ 剖 檢 圖

Fig. 1. 成 鳥剖 檢 圖1/2縮 寫.

D.=Darm.

G.=Gabelbein.

H. =Herz.

K.=Kropf.

L. g.=Lunge.

L.=Leber.

M.=M. pectoratis

(SchnittHache).

M. g.=Muskelmagen.

Oe.=Oesophagus.

T.=Trachea.
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1612　 大 藤 利 治

ヲ 掲 ゲKropfニ 對 ス ル認 識 ヲ新 ニ セ ン トス.

即 チ〓嚢 ハ 咽 頭 ヲ距 ル下 方 約6.0cm,腺 胃 ヲ

距 ル 上 方 約5.0cm,第6頸 椎 ノ高 サ ニ 於 テ 兩

側Schlusselbein(鳥 類 ニ 於 テ特 ニGabelbein

ノ稱 ア リ)ノ 中 間 上側 ニ 位 シ其 ノ壁 ハ菲 薄 ニ

シ テ 伸 展 性 ニ 富 ミ食 物 ノ攝 取 ニ ヨ リ テ 緊 満 セ

バ 皮 膚 上 ヨ リ内 容 ヲ 透 見 シ得 ベ ク(但 シ育 雛

期 ニ ハ 自 ラ異 リタ ル所 見 ヲ 呈 ス ベ シ)空 虚 ノ

状 態 ニ テ ハ弛 緩 シ其 ノ壁 互 ニ相 接 着 ス.左 右

ニ 擴 リテ 兩 側 部 及 ビ中 央部 ヲ區 別 セ シ メ雌 雄

共 ニ 同 形 同 構,食 道 一部 ノ嚢 状 膨 出 ノ観 ヲ呈

ス ル臓 器 ナ リ.

第2章　 材 料 及 ビ 檢 索 方 法

材料 ハ教 室 所 藏 ノ多 数 ノ家 鳩 胎 兒 既 成 標 本 ニ之

ヲ求 メ タ リ.標 本 ノ固 定 ハ 一 部Zenker氏 液 一 部

Formol水,染 色 ハBorax-Karmin/Stuckfar

bung,包 埋 ハParatfinニ シテ 厚 サl0μ ノ}連續 横

斷 切 片 ニ調 製 セ ラ レ タ リ.之 等 胎 兒 ノの片 ヲ以 テ

顯 微鏡 所 見 トノ比 較 檢索 ニ資 ス ル爲Edinger氏 ノ

Zeichenapparatニ ヨ リテ75倍 ニ 描 寫 シBorn

Petcr氏 法 ニ 從 ヒテ 重 積 セ ル氣 管.食 道 竝 ニ〓

嚢ノ象 形蝋 膜 型 ヲrekontitrnierenシ 確 實 ナ ル 測 定

ニ供 シ精 密 ナ ル観 察 ヲ行 ヒ タル モ ノナ リ.

第3章　 檢 索 所 見

I. 胎 兒　 標 本記 號Nr. 81B　 孵 卵 日数6

發 育 概 況: Nacken-Steiss-Lange60mm項 背

ノ屈 曲 甚 ダ シ ク額 尾 相 接 セ ン トシ,中 腦 ノ膨 隆 著

明,四 肢 扁 平 ニ體 側 ニ接 着 スル ノ外 形 ヲ呈 ス.視

器 ニ於 テ水 晶 體 ハ 既 ニ外 胚 葉 トノ連 絡 ヲ絶 チ水 晶

體 繊 維 ノ發 生 旺 盛 ニ シ テ嚢 腔 ヲ遺 残 ヒズ.聴 器 ニ

於 テ 内 淋 巴 管 ノ發 育 著 明 ナ リ.心 臓 ハ腹 側 ニ強 ク

膨 隆 シ心室 ハ 壁 厚 ク共 ノ乳 頭筋 明 瞭 ニ.肝 臓 ニ於

ケル網状細胞柱 亦強 ク發育 セ リ. Muller氏 管 ハ

頭方部溝状 ヲ呈 シ未 ダ漏斗 ヲ形成 セズ.原 腎小 管

ハ既 ニ著 シク紆曲 シテ諸處 原腎管 ニ開 ロ シ,胚 上

皮細胞 ノ集積 稍稠密 トナ ル.胃 ハ紡錘形 ヲ呈 シ壁

極 メテ厚 シ,脾 臓 ハ胃 ノ背下方 ニ於テ塊状 ヲ呈 ス.

背 膵原基 ハ既 ニ腺嚢 状 ニ増 大 シ腹 膵原基亦現ル,

腸管ハ尚 ホ一部卵黄嚢 ニ交通 シ著 シキ迂曲 ヲ示 サ

ズ尾方 ニ走 リテ原腎管 卜共 ニ總排 泄腔 ニ開 ロ ス

.後腎原基未 ダ發生 セズ.

模型(Fig. 2)ニ 就テ見ル ニ,呼 吸器 ハ既ニ氣

管,氣 管支 ノ別 明 カニシテ,肺 ニ於 テハ兩側共 ニ

Entobronchus I.ヲ發生 ス,食 道 ハ氣管 ノ背側及

Fig. 2.

氣管食道模型左腹側面観1/2縮 寫.

B.=Bronchus. Ent.I.=Entobronchus I.

Oe.=Oesophagus. Ph.=Pharynx.

T.=Trachea.

ビ兩 側 氣 管 支 ノ背 内 側 ヲ之 等 ト約1.0cm(實 際 約

0.13mm)未 満 ノ間 隔 ヲ保 チ テ彎 曲 シ ツ ツ下走 シ

Entobronchus I.ヲ 發生 セ ル 高 サ ニ 於 テ 兩 肺 間 ヲ

腹 方 ニ現 レ終 始 同 大 ノ圓 管 トシテ經 過 シ下方 ハ 漸

次 擴 張 シ テ胃 ニ移 行 ス,即 チ本 胎 兒 ニ於 テ ハ未 ダ

食道 ノ膨 出 タル〓嚢 ノ初 現 ヲ認 メ シ メズ.
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Ⅱ. 胎 兒　 標 本 記 號Nr. 41B　 孵 卵 日数6.5

發 育 概 況: Scheitel-Steiss-Lange8.0mm體 ノ

屈曲尚 ホ著 シク而 モ中腦 極 メテ強 ク膨 隆ス,四 肢

ニ軟骨組織 ノ現 ハルル ヲ見,肝 肺漸次容積 ヲ増 シ

膵臓背腹兩原基 ハ互 ニ結 合ス.原 腎 小管 ノ紆 曲ハ

盆 々加 ハ リ生殖 腺堤状 ニ腹腔 ニ膨 出 ス,初 メテ後

腎 原基 タル腎芽 ノ發生 ヲ見 ル.

〓嚢 原基發生状態:模 型(Fig. 3. A.)ニ 就 テ見

ル ニ食道 ハ斷面背腹 ニ長 キ橢圓形 ヲ呈 シテ(Fig.

 3. B. a.)氣 管 ノ背側 ヲ下降 シ咽頭 ヲ距 ル約2.5cm

(實際0.33mm強)ノ 部ニ至 レバ左右兩側方 ニ向

ヒ テ 漸次 膨 出 シ始 メ氣 管 支 分 岐 部 ノ上 方 約3.0cm

(實 際0.4mm)ノ 高 サ ニ於 テ 共 ノ度 最 モ 著 シク管

腔 モ之 ニ從 ツ テ擴 張 ス(Fig. 3. B. b)爲 ニ此 部 ノ

横 斷 面 ハ略 ボ圓 形 ヲ呈 ス ル ニ至 リ左 右 徑 約2.0cm

(實 際0.27mm弱)背 腹 徑 約2.2cm(實 際0.3mm

弱)ヲ 示 ス.更 ニ 下 方 ニ 向 ヘ バ再 ビ膨 出 ノ度 ヲ減

ジ上 方 部 ノ橢 圓 形 ナ ル ト異 リテ 圓形 ノ管状 ヲ呈 シ

(Fig. 3. B. c)胃 ニ向 ヒ テ下 降 ス.此 膨 出 ハ 即 チ

〓 嚢Ingluviesノ 初 發 原 基 ニ シテ其 ノ範 圍 ハ模 型

ニ於 テ約4.0㎝(實 際0.53mm強)ニ 亙 リ上 端 ハ

咽 頭 ノ下 方約25㎝(實 際0.33mm強)下 端 ハ胃

Fig. 3. A.

〓嚢 模 型 腹 側 面 観75倍1/2縮 寫.

Ao.=Aorta descendens. B.=Bronchus.

K.=Kropf. Oe.=Oesophagus.

T.=Trachea. Th. m.=Thymus.

Th.r.=Glandula thyreoidea.

V. j.=Vcna jugularis.

Fig.3. B.

頸 部 横 斷 切 片40倍 大.
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ノ上方約57cm(實 際0.76mm)ヲ 距 リ第5原

節頭 方 ノ高サ ニ相當 ス.横 斷切片 ニ於テ〓嚢 ハ他

ノ食道 ノ部分 ト同 ジク細胞 ノ最モ稠密ナル内層,

稍 鬆疎 ナル中層,可 ナ リ密集 セル外層 ヲ區別 セシ

ム.

Ⅲ. 胎 兒　標 本記號Nr. 77A

發育概 況: Sch.-St.-L. 9.5mm躯 幹稍 伸長 シ額

尾 ノ接觸離開 ス,大 腦半球 ノ膨隆稍著 明 トナル,

一般臓 器 ノ發育状態 Ⅱ.胎 兒 ヨリ僅 ニ進捗 シ腸管

ハ最 早卵 黄嚢 トノ交通 ヲ絶 チ迂曲 稍複雑 卜ナル.

〓嚢 發 育 状態:模 型(Fig. 4. A.)ニ 就 テ見 ル

ニ〓嚢 ハ 咽頭 ヲ距 ル4.5cm(實 際0.6mm)ノ 部 ニ

始 リ約4.0can(實 際0.53mm強)ノ 範 圍 ニ於 テ

膨 出 シ下 端 ハ氣 管 支 分 岐 部 ノ上方 約2,0cm(實 際

0.27mm弱)ノ 高 サ ニ終 リ胃 ニ至 ル 迄 ノ距 離 ハ

0.87mm(87切 片)ナ リ,外 形 著 シ ク扁 平 トナ リ

(Fig. 4. B.)中 央 部 ニ於 テ左 右 徑2.6cm(實 際

0.34mm強)背 腹 徑1.8cm(實 際0.24mm)ヲ 示 ス

.〓嚢 ヨ リ上方 ニ 於 ケル食 道 ノ部分 ハ 漸 次 左 右徑 ヲ

増 シテ 圓 形 ニ 近 ヅ キ 下 方 ニ於 ケル 部 分 ハII.胎 兒

卜同 機 ニ横斷 面 圓形 ヲ呈 ス.

Fig. 4. A.

〓嚢 模 型 腹 側 面 観75倍1/2縮 寫.

Fig. 4. B.

〓嚢 横斷 切 片40倍 大.

Ao.=Aoeta descendens. Ch.=Chorda dorsalis.

K.-Kropf. R.m.=Ruckenmark.

T.=Trachae. Th. r.=Glandulathyreoidea.

V. j.=Vena jugularis.

IV. 胎 兒　 標 本 記 號Nr. 6

發 育 概 況: Sch.-St.-L 10.5mm項 部 屈 曲 減 ジ

頸 部 判 明 シ易 ク四肢 ノ軟 骨 化 盆 々進 ミ脊 椎 亦 軟骨

化 シ始 ム,肺 臓 ニ於 テ ハ 多 ク ノ氣 管 小枝 ヲ生 ジ,

原 腎 ハ 強 ク腹 腔 ニ膨 出 シ テ發 育 ノ頂 點 ニ在 ル モ ノ

ノ如 ク, Muller氏 管 ハ 頭 方腹 腔 ニ 開 口セ ル漏 斗 ヲ

完 成 シ,後 腎 々盂 ヨ リハ 集 合 管 ノ發 生 セル ヲ認 ム.

本 胎 兒 ニ於 テ初 メテ 胃 腺 發 生 シ筋 肉 壁 厚 キ圓 形 ノ

胃(筋 胃)ノ 上 部 ニ連 續 シテ 紡 錘 形 ノ所 謂 前 胃(腺

胃)ノ 形 成 セ ラ ル ル ヲ見 ル.

〓嚢 發 育 試 態:本 胎兒 以 後 ニ於 テハ 頸 部 ノ伸

展 特 ニ甚 シ ク從 ツ テ食 道 モ著 シ ク延 長 ス.〓嚢 ハ

模 型 ニ於 テ其 ノ範 圍 約5.0cm(實 際0.67mm弱)

ニ達 シ著 シ ク左 右 ニ膨 出 シ(Fig. 5. A. 5. B. b)

84



鳥類食道 ノ特殊装置 ニ就 テ　 1615

中 央 部 ニ於 テハ 左 右 徑3.2cm(實 際0.42mm強)

背 腹 徑2.2cm(實 際0.3mm弱)ヲ 示 ス.〓嚢 ヨ

リ上 方 ノ食 道 ハ横 斷 面 圓 形 ニ現 レ(Fig. 5. B. a)

直 徑1.4cm(實 際0.18mm強).咽 頭 迄 ノ距離 約

10.0cm(實 際1.3nm強)ナ リ.〓嚢 ヨ リ下方 ニ

於 テハ 上 方 ヨ リモ直 徑 大 ナ ル(模 型1.6cm.實 際

0.21mm強)圓 形 ヲ呈 シ(Fig. 5. H. c)約8.3cm

て實 際1.1mm強)ノ 經過 後 本胎 兒 ニ 於 テ 初 メテ 現

レ タル腺 胃 ニ移 行 ス.

氣 管 ハ食 道 卜共 ニ著 シク延 長 シ喉 頭 ヲ距 ル18.5

cm(實 際2.4mm強)ニ テ 兩 側 氣 管 支 ニ分 岐 シ分

岐 部 卜〓嚢 下 端 ト ノ距 離 ハ約4.0cm(實 際0.53mm

強)ヲ 示 ス.本 胎 兒 ニ於 テ 特筆 スべ キハ 食 道 ト氣

管 卜ノ位置 的 關 係 ニ シテ 無 管 ハ 上 端 食 道 ノ 左 腹

側 ニ始 マ リ下 降 ス ル ニ從 ヒ テ其 ノ 左 側 ニ 占 位 シ

(Fig. 5. B. a)〓嚢 ノ部 ニ至 レバ共 ノ左 方 膨 出部

ノ腹 則 ヲ過 ギ(Fig. 5. B. b)漸 次 正 中線 ニ 近 ヅ キ

〓嚢 ノ下 方 ニ於 テ ハ食 道 ノ直 腹 側 ヲ走 リ(Fig. 5.

 B. c)間 モ無 ク兩 側 氣 管 支 ニ分 岐 ス.

Fig. 5. A.

〓嚢 模 型腹 側 面観75倍1/2縮 寫.

Fig. 5. B.

頸 部 横 斷 切 片40倍 大.

K.=Kropf. Oe.=Oesophagus. T.=Trachea. Th. m.=Thymus.

Th. r.=Glandula thyreoidea. V. j.=Venajugularis.
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V. 胎 兒　 標 本記 號Nr. 3A

發 育 概 況: Sch.-St.-L. 14.0mm項 屈 曲 消 失 シ

背 屈 曲 減 弱 ス.大 腦 半 球 増 大 シ吻 嘴 著 明 ニ突 出 ス,

心 肺 益 々 増 大 シ テ胸腔 ヲ充 シ肋 骨 ノ軟 骨 化 明 カ ナ

リ.肝 臓 又廣 ク上 腹 部 ヲ領 シ各 葉 ヲ辨 別 セ シ メ,

 Muller氏 管 尾 端 總 排 泄 腔 ニ達 ス ル ヲ見 ル.

〓嚢 發 育 状 態:〓嚢 ハ盆 々増 大 シ腹 方,背 方

及 ビ殊 ニ側 方 ニ膨 出 シ模 型(Fig. 6. A.)ニ 於 テ測

定 ス ル ニ縦 徑60cm(實 際0.8mm強)中 央 部 左

右 徑4.5cm(實 際0.6mm)背 腹 徑32.qn(實 際

(0.42mm強)ヲ 算 ス.

氣 管 ハ從 前 ノ胎 兒 ニ比 ス レバ 共 ノ大 サ 殆 ド倍 加

シ直徑 平均1.0cm(實 際0.13mm強)ヲ 示 シ氣 管

支 分 岐 部 ニ向 ヒテ 漸次 増 大 ス,食 道 ト ノ位 置 的 關

係 ヲ見 ル ニ〓嚢 ノ上 方 ニ 於 テ ハ 氣 管 ハ 食道 ノ左 側

ヲ過 ギ〓嚢 ノ部 ニ至 レ バ〓嚢 ノ腹 方 及 ビ側 方 ヘ ノ

擴 張 ノ爲 左 則方 へ壓 排 セ ラ レテ彎 曲 ヲ呈 シ(Fig.

 6. A, B.)〓嚢 ノ下 方 ニ於 テ ハ正 中 線 ニ近 寄 リテ

漸 次 食道 ノ腹 側 ヲ下 降 スル ニ至 ル.

Fig. 6. A.

〓嚢模 型 腹 側面 觀75倍1/2縮 寫.

Fig. 6. B.

〓嚢 横 斷 切 片40倍 大.

Ca.=Carotis. K.=Kropf. T.=Trachea.

Th. r.=Glandula thyreoidea.

V. j.=Vena jugularia.

VⅢ. 胎 兒　 標 本 記 號Nr. 3'B

發 育 概 況: Sch.-St.-L. 16.5mm頸 部 躯 幹 益 々

伸 長 シ大 腦 半 球 發 育 シテ中 腦 ヨ リモ大 トナル,四

肢脊椎其 ノ他 ニ骨化 ノ象現 ル,前 胃 ニ於 ケル腺組

織 ノ發達複雜 卜ナ リ,原 腎 頭方 ニ於 テハ退化 ノ状

歴 然 タ リ.
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〓嚢 發 育 状 態:模 型 ニ就 テ見 ル ニ(Fig. 7. A.)

〓嚢 ハ著 シ ク腹 方 及 ビ兩 側 方 ニ擴 張 シ縦 徑6.0cm

(實 際0.8mm)中 央 部 背 凸 徑5.0㎝(實 際0.66mm

強)左 右徑 ハ 實 ニ9.0cm(實 際1.2㎜)ヲ 示 ス而

シテ 左右 兩 側 ヘ ハ 特 ニ半 球 肌 ヲナ シ テ膨 出 スル ガ

故 ニ成 鳥 ニ於 ケ ルHasse氏 ノ所 謂Mittelteilト

Seitenteilト ヲ區 別 シ得 ル ニ至 ル(Fig. 7. A, B.).

氣 管 ト〓嚢 卜ノ位 置 的 關 係 ヲ見 ル ニ食 道 ノ左 側

ヲ下 降 セ ル氣 管 ハ〓嚢 ノ膨 出 増 加 ノ爲 遂 ニlinker

 Scitenteilノ 左 背 側 ニ抑 〓 セ ラ レ(Fig. 7. B.) 〓嚢

ノ下方 ニ至 レバ 漸 次 食道 ノ腹 側 ニ現 レ正 中 線 ニ

接 近 ス.

Fig. 7. A. 〓嚢 模型腹側面観75倍1/2縮 寫

M. t.=Mittelteil

S. t.=Seitenteil }des Kropfes.

Oe.=Oesophagus.

T.=Trachtea.

Fig. 7. B. 〓嚢 横斷 切 片40倍 大.

M

. t.=Mittelteil des Kropfes.

N. v.=Nervus vagus.

S. t.=Scitenteil des Kropfes.

T.=Trachea.

Th. m.=Thymus.

V. j.=V. jugularis.
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VII. 胎 兒　 標 本 記 號Nr. 2A

發 育 概 況: Sch.-St.-L. 18.0㎜ 外 形 殆 ド前記

VI.胎 兒 ニ異 ラ ズ,體 長 稍 増 加 シ諸 臓 器 ン 發 育 僅

ニ 彼 ニ勝 レル 程 度 ナ リ.

〓嚢 發育 状 態:〓嚢 ハVI.胎 兒 ニ於 ケル ヨ

リ又 聊 カ増 大 シ3部 ノ區 別 一層 明 瞭 トナ リ左 右 ノ

Seitenteilハ 略 ボsymmetrischニ 膨 出 シ且 〓

嚢全 體 トシ テ腹 方 ニ傾 ク ガ爲 ニ氣 管 ハ〓嚢 ノlinker

 Seitenteilノ 背 側 ニ於 テ 既 ニ漸 次 正中 線 ニ接 近 ス

ル ニ至 ル(Fig. 8).

本 胎兒 ニ於 テ ハ 横 斷 切片 ニ依 リテ〓嚢 ノ外 形 ヲ

略 ボ想 像 シ得 ル ヲ以 テ模 型 ハ 之 ヲ省 略 シ タ リ.

Fig. 8. 〓嚢 横斷 切 片40倍 大.

M. t.=Mittelteil

S. t.=Seitentei l}des Kropfes.  T.=Trachea. Th. r.=Glandula thyreoidea.

VIII. 胎 兒　 標 本 記 號Nr. 1 B.孵 卵 日数10

發育概 況:頭 部 ニ於 テ大 腦 半 球 ノ膨 隆 中 腦 ノ

ソ レニ勝 リ躯 幹 部 共 ニ著 シ ク伸 長 シ四 肢 ノ骨 化

益 々進 行 シテ 各 關 節 判 然 タ リ,頭 蓋 又軟骨 性 トナ

ル,皮 膚 ニハ 多 ク ノ羽 毛 原 基 ヲ發 生 セ シム,胸 腹

諸 内臟 器 ハ漸 次 固 有 ノ組 織 ヲ 整へ 心臟 ニハ 各房室ニ

及 ビ瓣 膜 装 置 明 カ トナ リ,肺 臟 ハ 横斷 面 毎綿 状 ニ

現 ル.前 胃 ニ於 テ ハ腺 組 織 大 ニ 増 殖 シ筋 胃 ハ其 ノ

壁 愈肥 厚 ス.肝 臟 ハ門 脉 ヲ擁 シテ 血液 ニ 富 ミ脾 臟

ハ既 ニ腹腔 ニ遊 離 ス,原 腎 ノ退 化 現 象 更 ニ進 ミ後

腎 ハ 益 々發 育 シテ 多 数 ノ細 尿 管 ヲ認 メシ ム,生 殖

腺 ハ 左 大 右 小 ノ差 異 ヲ生 ジ右 側 臍 動 脉 又既 ニ退 化

ノ兆 ヲ現 シ左 側 ニ比 シ テ著 シ ク小 ナ リ.

〓嚢 發 育 状 態:本 胎 兒 ニ於 テ〓嚢 ハ全 ク成 鳥

ノ ソレ ノ如 キ 形 態 ヲ呈 シ(Fig. 9. A, B.)左 右 ノ

Scitenteilハ 扇 状 ニ擴 張 シ模 型 ニ於 テ縦 徑7.0cm
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Fig. 9. A. 〓嚢 模 型 背 側 面 觀75倍1/2縮 寫.

M. t.=Mittelteil

S. t.=Seitenteil }des Kropfes.  Oe.=Oesophagus. T.=Trachea.

Fig. 9. B. 〓嚢 横 斷 切片40倍 大.

K.=Krorf. G.=Gabelbein. T.=Trachea.
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(實 際0.9mm強)背 腹徑11.0cm(實 際1.4mm張)

左 右 徑20.0cm(實 際26mm強)ヲ 算 ス ル比 較 的

大 ナ ル 一嚢 状臓 器 ヲ現 示 スル ニ至 ル.

氣 管 ハ 全 ク〓嚢linker Seitenteilノ 背 内 側 ニ來

リ〓嚢 部 ヲ過 グ レ バ食 道 ノ左 側 ヲ下 降 シ漸 次 共 ノ

腹 方 ニ轉 ズ ル ヲ見 ル.

發 生初 期 ニハ 單 ニ3層 ヲ區 別 セ シ メ得 タル〓

嚢ノ壁 ハ本 胎 兒 ニ於 テ食 道 組 織 ノ連 續 ト シ テ 共 ニ

5層 ヲ識 別 セ シ メ成 鳥 ノ ソ レニ略 ボ 酷似 セ ル状 ヲ

呈 ス(Fig. 9. c.)即 チ之 ヲ内 方 ヨ リ擧 グ レバ1)

 Mucosa, 2) Submucosa, 3) Langsmuskelschicht,

 4) Ringmuskelschicht, 5) Adventitiaナ リ而 シ

テ 食道 ノLangsmuskelschichtガ 内 方 ニ存 ス ル ハ

鳥 類 及 ビ爬 蟲 類 ニ特 異 ニ シテ 人 類 及 ビ哺 乳 類 ノソ

レ ト正 反 封 ナ リ 卜セ ラル ル處 ナ リ.尚 ホSubmu

cosaニ 於 ケ ル腺 組 織 ハ 未 ダ之 ヲ認 ム ル能 ハ ズ.

Fig. 9. C. 〓嚢 壁 組 織350倍 大.

1. =Mucosa. 2. =Submucosa. 3. =Langsmuskelachicht.

 4. =Ringmuskelschicht. 5. =Adventitia.

第4章　 總 括 竝 ニ 考 按

〓嚢 ハ鳩ニ特有ノモノ ニ 非 ズ 多 ク ノ 烏 類 ハ

之 ラ所 有 ス. Gadow氏(1891)ハ 「〓嚢 ヲ 其 ノ

形 態 ニ ヨ リテ1) echter Kropf, 2) unechter

 Krupfニ 分 チ 更 ニKropfテ 具 有 セ ザ ル烏 類

ヲ 區 別 シ タ リ. echter Kropfハ 食 道 ヨ リ

嚢 状 ニ 膨 出 シ充 満 セ ル 状 態 ニ 於 テ ハ 球 形 ヲ呈 ス

ル モ ノ ニ シ テ 家 鶏Gallus,雉子Pllasianus,沙

鶏Pterocletes,鳩Columba,鸚 鵡Psittacus,

雀Passer,い す かhoxia,頬 白Emberiza等

ニ 見 ラ レ,unechter Kropfハ 食 道 ノ一 部 ガ

唯 單 ニ紡 錘 形 ニ擴 張 セ ルニ 止 マ ル モ ノ ニ シテ

火 喰 鳥Casuarius,,梟Striges,蜂 鳥Trochi

lidae,海 鵜Phalacrocorax,鵠Ciconia等 ニ

見 ラ ル.而 シ テKropfテ 全 然 缺 如 ス ル モ ノ ハ

駝鳥Struthio,べ ん ぎ んSpheniscidae,か い

つ ぶ りPodiceps,鴎Laridae,海 雀Alca,海

烏Uria,佛 法 僧Coracia,か は せ みAlcedo,

雨 燕Cypselus,夜 鷹Caprimulgus等 ナ リ

トセ ラ ル.之 等 諸 烏 ニ 於 テ 〓嚢 ノ發 育 状 態 テ

異 ニ ス ル ハ難 消 化 性 ノ 固 キ穀 類 ヲ 常 食 トス ル

モ ノ ニechter Kropfノ 發 生 ヲ 見 ル 如 ク 主 卜
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シテ攝 取 ス ル食 物 ノ性 状 ニ關 係 ス ルモ ノナ ラ

ン.

Hasse氏(1866)ハ 鳩Columbaニ 於 テ

Gnbelbeinヨ リ起 リテ前 頸 部 ノ皮 下 ニ走 レル

横 紋 筋 ノ存 在 ヲ認 メ之 ニwillkurlichノDruck

ヲ〓嚢 ニ及 ボ シ内 容 ノEntleerungニ 資 ス ル

作 用 ア リ ト記 載 シ, Marshall氏(1870)ハ 雉

子Phasianusニ 於 テ前 頸 部 皮 膚 ノ正 中線 ヨ

〓 リ起 リ嚢 ノ上 縁 ヲ超 エ テ 其 ノ下 部 ニ廣 ク附

着 セル幅0.4cm長 サ4.0cmノMuskelband

ヲ證 明 シタ リ.案 ズ ル ニ〓嚢 ハ 自 ラ幼 鳥 ヲ哺

育 ス ル鳥 類 ニ在 リテ ハ之 ニ適 應 ス ルガ如 ク叉

其 ノ他 ニ於 テ ハ 胃 ニ逸 ル ニ先 チ テ易 消 化性 ニ

食 物 ヲvorbereitenス ル機 能 ヲ管 ム重 要 臓 器

ナ リ ト云 ヒ得 ベ シ.

家 鳩 ハ典 型 的 ノechter KroPfヲ 具備 シ其

ノ初 發原 基 ハ頂 臀 徑8.0mm孵 卵6.5日 ノ胎 兒

(II.)ニ 認 メ ラ レ咽 頭 ヲ距 ル約0.33mmノ 食

道 ノ一部 ニ於 テ下 方約0.53㎜ ノ範 圍 ニ 亙 リ

恰 モ第5原 節 ノ高 サ ニ 一致 シテ膨 出 シ横 斷 面

略 ボ圓 形(背 腹徑 約0.3mm左 右 徑 約0.27mm)

ニ現 ル.爾 後 左右 兩側 ニ 向 ヒテ特 ニ著 シク發

育 擴 張 シ頂 臀徑16.5mm及 ビ頂 臀 徑180mm

ノ胎 兒(VI.及 ビVII.)ニ 於 テ ハ兩 側Seitenteil

及 ビMittelteilノ3部 ヲ明 白 ニ現 シ,頂 臀 徑

23.5mm孵 卵10日 ノ胎 兒(VIII,)ニ 至 レバ

實 ニ縦 徑 約0.9mm背 腹徑 約1.4mm左 右 徑 約

2.6mmニ 達 シ前 頸 部 ニ於 ケル嚢 状膨 出 トシ

テGabelbeinノ 上 方 ニ扇 状 ニ擴 ル.又 コ ノ孵

卵10日 ノ胎 兒 ニ於 テ 〓嚢 ノ壁 ニ 食 道 ノ同様

組 織 ノ連 續 トシテ 成鳥 ニ見 ルガ如 キ5層 ヲ顯

微 鏡 下 ニ區 別 シ得 ル ニ至 ル.而 シテ烏 類 及 ビ

爬 蟲 類 ニ特 ニ食 道 壁 筋 繊 維 ノLangsschicht

ガ内 方 ニ位 ス ル事 實 ハ余 輩 之 ニ適 確 ナ ル解 釋

ヲ加 へ能 ハザ ル モ生 活 上又 意 義 ノ在 リテ存 ス

ルレモ ノナ ルベ シ.

〓嚢 川 因頭 及 ビ胃 トノ間 隔 ヲ見 ル ニ〓嚢 發

生 初 期II.胎 兒 ニ於 テ ハ咽 頭(R)-〓嚢(K)

ca. 0.33mm,〓嚢(K)-胃(M)0.76mm,

Ⅲ胎 兒 ニ於 テ ハR-K 0.6㎜, K-M 0.87mm

ニ シテR-K<K-Mナ レ ドモ 胃腺 ノ現 ルル

以 後 即 チIV.胎 兒 ニ於 テ ハR-K ca. 1.3mm.

 K-DM(腺 胃)ca. 1.1mm, VIII.胎 兒 ニ於

テ ハR-K ca. 3.0mm, K-MD ca. 2.0mm

ヲ示 シテR-K>K-DMト ナ ル.即 チ此 關

係 ハIV.胎 兒 以 後 ニ於 テ頸 部 ガ 著 シ ク伸 展 ス

ルレニ 因 ハバ ケ レ ド一面Hunter氏(1786)及 ビ

Hasse氏(1866)ガ 烏 類 ノDrusenmagenヲ

Oesophagusノ 一 部 ナ リ ト論 ケ ル見解 ラ發 生

學 的 ニ支 持 ス ル 一資 料 タ リ得 ベ シ ト思 考 ス.

次 ニ氣 管 卜食 道 及 ビ〓嚢 トノ位 置 的 關 係 ノ

變 化 ハ極 メテ興味 深 ク當 初I.胎 兒(頂 臀 徑

6.0mm)乃 至III.胎 兒(頂 臀 徑9.5mm)ニ 於

テ ハ氣 管 及 ビ食道 ハ共 ニ頸 部 ノ正 中線 ニ位 シ

氣 管 ハ食道 ノ直 腹側 ニ在 リ, IV.胎 兒(頂 臀

徑10.5㎜)ニ 於 テ氣 管 食 道 共 ニ延 長 増大 シ

〓嚢 亦 強 ク側 方 ニ膨 出 スル ニ至 レバ氣 管 ハ喉

頭 ニ近 キ上 方 部 ヨ リ既 ニ食 道 ノ左 側 ニ轉 位 シ

〓嚢 部 ニ於 テ ハ其 ノ左 力膨 出 ノ腹 側 ヲ下 リ〓

嚢ヲ過 ギ テ胸 腔 ニ入 レバ 食道 ノ直 腹側 ヲ走 ル,

次 デV.胎 兒(頂 臀 徑14.0mm)以 後 ニ見 ルニ

氣 管 ハ頸 部 ニ於 テ ハ常 ニ食 道 ノ左 側 ヲ下 降 シ

〓 嚢 部 ヲ過 グ レバ漸 次 正 中線 ニ接 近 シ胸 腔 ニ

入 リテ ハ 食道 ノ腹 側 ニ 占位 ス唯 〓嚢 部 ニ於 テ

ノ ミハ發 育 ノ進 展 ニ伴 ヒテ ソ レノ左 側 ヨ リ逐

次 背 方 ニ轉 ジVIII.胎 兒(頂 臀 徑23.5mm
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孵 卵10日)ニ 至 レバ擴 大 セ ル〓嚢 ノlinker

 Seiteuteilノ 背 内 方 ニ於 テ下 部 食 道 ノ左 側 テ

下 降 シテ胸 腔 ニ入 ル.而 シ テ斯 ノ如 ク氣 管 ガ

頸部 ニ於 テ漸 次 食 道 ノ左 側 ニ轉 位 スル ハ背 側

ニ頸 椎 ヲ擁 シテ矢 状方 向 ニ餘 地 少 キ頸 部 ニ兩

者 ノ發 育 増 大 ヲ許 容 スベ キ必 然 ノ歸 趨 々ル ベ

シ ト思 量 ス.

第5章　 結 論

家 鳩ニ 於 テ ハ

1) 〓嚢 ハ食道 ヨ リ發 生 ス.其 ノ初 發 原 基

ハ頂 臀 徑8.0mm孵 卵6.5日 ノ胎 兒 ニ於 テ食 道

壁 ノ膨 出 ニ ヨ リテ形 成 セ ラル.

2) 〓嚢 原 基 ノ初 發部 位 ハ咽 頭 テ距 ル下 方

0.33mm胃 ヲ距 ル上 方0.75mmニ シテ其 ノ膨

出範 圍 ハ0.53mm,第5原 節 ノ高 サ ニ相 當 シ

背 腹 徑0.3mm左 右 徑0.27mmナ リ.

3) 〓嚢 ハ同 ジ ク食道 ヲ發 生母 地 トスル腺

胃 ヨ リモ 早期 ニ發 現 ス.即 チ腺 胃 ノ初 發 原 基

テ認 ムル頂 臀 徑10.5mmノ 胎 兒 ニ於 テ ハ〓

嚢ハ既 ニ發 育 擴 張 シテ縦 徑0.67mm背 腹 徑

0.3mm左 右 徑0.42mmヲ 示 ス.

4) 〓嚢 ハ漸 次 擴 張 シ殊 ニ兩 側 方 ニ 向 ヒテ

ハ著 シク膨 出 シ頂 臀 徑16.5mmノ 胎 兒 ニ於 テ

左右 ノSeitenteil及 ビMittelteilヲ 區別 セ シ

ム ル ニ至 ル.

5) 〓嚢 ハ頂 臀 徑23.5mm孵 卵10日 ノ胎

兒 ニ 於 テ ハ前 頸 部 ニ扇 状 ニ擴 レル縦 徑0.9mm

背 腹 徑1.4mm左 右徑2.6mmノ 嚢 状 臓 器 トシ

テ現 ル.

6)〓嚢 ノ壁 ハ頂 臀 徑23.5mm孵 卵10日

ノ胎 兒 ニ於 テ成 鳥 ニ見 ル ガ如 キ5層 ノ組織 テ

識 別 セ シム ル ニ至 ル但 シ コ ノ時 期 ニ ハ尚 ホ固

有 ノ腺組織 ヲ認 メ シ メズ.

7) 氣 管 ハ 當 初頸 部 ニ於 テ ハ 食道 ノ腹 側 正

中線 テ下 降 ス レ ドモ 自 己及 ビ食 道 ノ發 育 増 大

加 フル ニ〓嚢 ノ擴 大 ノ爲 ニ轉 位 シ テ食 道 ノ左

側 ラ走 リ〓嚢 部 ニ於 テ ハ 初 メ之 ガ左 側 ヨ リ漸

次 其 ノSeitenteilノ 背 側 ニ廻 リ途 ニ背 内 側 ニ

移 ル ニ至 ル,而 シテ胸 腔 ニ 入 リテ ハ 食道 ノ腹

側 ニ占位 ス ル ヲ見 ル.

終 ニ臨 ミ御校閲 ヲ恭ウ セル恩 師敷波教授 ニ

謹デ感謝 ノ誠 意 ヲ披 歴ス.
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